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の中間に 2 個の RF スイッチを設けた構成による 2 ビット可変周波数共振器およびバンドパスフ
ィルタ（BPF)の検討されている．その動作モードには/4 共振モード，/2 共振モード，/4 共振
モードと/2 共振モードを併用したものがあり，いずれもスイッチ状態に応じて 4 通りの共振周
波数が得られる． 
本研究では 2 ビット可変周波数共振器の構成を拡張し、さらに多くの周波数に切り替えること
のできる多ビット化のための回路構成を提案し，3 個の RF スイッチと分岐線路を用いた 3 ビッ
ト可変周波数共振器について，高誘電率プリント基板を用いた回路試作を行い，その実現性を検
証した．また，インダクタンス結合を用いて共振器を縦続接続した 3 ビット可変周波数 2 段 BPF
について設計例を示した．  
3 ビット可変周波数共振器の試作結果では，測定結果を設計結果と比較すると中心周波数に多
少のずれがあるものの，挿入損失は最大で 1.5 dB 以内と低い値が得られ，この可変共振器の実現
性を確認できた．次に 3 ビット可変周波数 BPF の設計では，低域遮断用インダクタンスとイン
ダクタンス結合を用いることで，挿入損失は最大で 0.39 dB 以内で，帯域幅は 440～510 MHz と
なる設計例を示した． 
 
 
